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新芽の時期にアブラムシが発生すること

がある。 

花後、花茎を摘み取る。生育範囲を広げ

てくるので混み入らないよう間引くとよ

い。周囲の大型の草木に埋没したり、覆

われてしまわないよう生育場所を確保す

るとよい。秋に枯れた葉を切除する。 

午後の強い日射や西日を受けない場所が

適地。強い日差しや夏場の日差しは遮光

して葉焼けを防ぐとよい。寒さには強く、

積雪の下で冬を越すが、寒い北風や乾燥

は苦手。マルチング材で覆うとよい。 

観
賞
ポ
イ
ン
ト 

姿 花 葉 
紅
葉 

黄
葉 

実 香 

○ 

好みの環境 

日当り 陽 ○ ○ 陰 

土 壌 乾 ○ ○ 湿 

寒 さ 強 ○ 弱 

暑 さ 強 ○ 弱 

潮 風 強 ○ 弱 

生育地ごとに固有種があり、亜高山帯の至仏山

や谷川岳には特産の「クモイイカリソウ」が自

生する。 

Memo 

４枚の花弁の先が管状に伸び、錨（いかり）に

よく似た美しい花をつける。北海道南西部以南

の山野に自生し、トキワイカリソウ、キバナイ

カリソウは日本海岸に、イカリソウは太平洋岸

に分布する。単にイカリソウといえば本種のこ

と、赤紫色の花が多いが黄花や白花もある。 
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イカリソウ  [ 錨草 ]  


